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て，β–TCP 顆粒のみの移植を行った．埋入後 1 ，
2 ，4 ，8 週後に移植物を摘出し，解析を行った．
摘出組織を 2 分割し，一方は直ちに液体窒素中で











められ，その面積は BALB/cAJcl–nu/nu 群 では
BALB/cAJcl 群と比較して有意に広かった．その






nu/nu 群では細胞移植 2 週後に最大となり，その
後減少した．8 週後では両群に有意差は認められ
なかった．TNF–α陽性細胞および IL─6陽性細胞
は，細胞移植 1 週後から担体周囲に認められ， 4
週から 8 週後にはさらに強い発現を認めたが，そ
の分布には両群で差を認めなかった．IL─4の
mRNA は BALB/cAJcl 群のみで発現しており，
2 週から 4 週にかけて増加した．TNF–αは 1 週
目より両群で発現を認めたが，どの時点において




量的 PCR の結果では，RANKL の発現は細胞移
植 1 週後に BALB/cAJcl–nu/nu 群で有意に高値
であった．一方，Osterix の発現は細胞移植 2 週
後で BALB/cAJcl–nu/nu 群で高い傾向であった
が，有意差は認められなかった．
【考察】
　本研究で用いた実験系では，免疫不全動物のみ
でなく，免疫正常動物においても培養骨による骨
形成が認められた．特定の実験動物モデルによる
結果ではあるものの，免疫正常動物，あるいは患
者においても培養骨による骨再生が可能であるこ
とが示唆された．しかしながら，移植 4 週までの
早期の骨形成過程には両群で差が認められ，免疫
不全動物ではより多くの骨が形成された．免疫不
全動物と免疫正常動物では，T 細胞に由来するサ
イトカインとして IL─4の発現に違いが認められ，
IL─4が免疫正常動物では破骨細胞の分化を抑制
しているものと考えられた．一方，炎症性サイト
カインである TNF–αは免疫正常動物で高値であ
り，骨芽細胞のアポトーシスを誘導することで骨
形成を抑制した可能性が示唆された．本研究の結
果から，T 細胞による免疫応答が培養骨による骨
形成過程に影響を与えることが明らかとなった．
実際の骨形成過程やその制御は複雑であり，本研
究ではその影響の一部を解析したに過ぎない．し
かしながら，実験動物モデルによる骨再生過程の
違いについて理解を深めることは，骨再生メカニ
ズムの解明のみならず，臨床応用における骨再生
治療効果の改善にも資することが期待される．
